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＜概要＞ 

バーチャルリアリティを用いて、２人のユーザーが１つのアバターの左右の半身を操作

する結合身体アバターを開発しました。しかし、他者が操作する身体部位をどのようにし

たら自己身体と感じられるのでしょうか？ 実験により、他者が操作する腕に対する自己

身体性は、自分が制御する腕に比べて低いものの、他者の意図を予測する視覚情報があれ

ば、他者が操作する腕に対する自己身体感を高めることができることを明らかにしまし

た。将来的には、自律駆動する義肢に感じる違和感を減らす設計にも貢献することが期待

できます。 

 

＜詳細＞ 

人は１つの身体を持ちます。しかし、バーチャルリアリティでは、２人の異なる人が１つ

のアバターを共有身体化することができます。これは、離れた場所にいる人が共同作業を行

う新しい方法を提供します。これまでに、２人の動きを平均化することで動きを制御する共

有身体アバターが開発されています（Hagiwara et al, iScience 2020）。共有身体アバター

の動きは、個々の人の動きよりも直線的で滑らかであるため、精密な作業に向いています。

しかし、アバターの体の一部を別の人が完全に操作する方法については、これまで研究され

ていませんでした。 

 

そこで、豊橋技術科学大学の博士後期課程学生 Harin Hapuarachchi と北﨑充晃教授は、

左右の半身を別々の人が操作する結合身体アバターを開発し、パートナーである他者が操

作する腕の身体性に影響を与える要因を研究しました。 

 

研究グループは、結合身体アバターの別々の人が操作する２本の腕に対する行為主体感

と身体所有感を測定し、アバターの腕にナイフが刺さるときの皮膚コンダクタンス反応を

測定しました。また、実験では、参加者はペアになり、ランダムな位置に出現する目標物体

に両手を使って到達するよう求められました。その結果、行為主体感、身体所有感、皮膚コ

ンダクタンス反応は、他者が操作する腕と比較して、自分が操作する腕に対して有意に高く

なりました。さらに、２人が別々に操作する両手で１つの目標物に到達するという共通の意

図がある場合や、他者の目標物を見ることができる場合には、他者の目標物が見えない場合

に比べ、他者が操作する腕に対する行為主体感や身体所有感は有意に高くなりました。 

 

これらの結果は、他者に制御された腕に対する自己身体性は、自分が制御する腕に比べて

低いものの、他者の意図を予測することを可能とする視覚情報が、他者に制御された腕に対

左右の腕を２人が独立して操作するバーチャルアバターの身体性 
～他者が操作する腕の動きの意図を知ることがその腕の自己身体感を高める～ 



する自己身体感を向上させることを示しています。 

 

筆頭著者の Harin Hapuarachchi は、「結合身体アバターは、２人以上の能力を組み合わせ

ることで、マルチタスクの効率化や障害者支援に活用できる可能性があります。さらに、将

来的には自律駆動型義肢の研究プラットフォームにもなり得ます。たとえば、義肢がユーザ

ーの意思に関係なく自動的に動くと人は違和感を覚えます。しかし、今回の研究結果は、義

肢の目標や意図がユーザーに共有・視認されれば、ユーザーはより違和感を感じなくなるこ

とを示唆しています」と述べています。 

 

北﨑充晃教授は、自分が制御していない腕に対する所有感や行為主体感は他者の意図が

伝わる場合でも、自分が操作する場合に比べるとかなり弱いことを指摘しています。生理反

応にも、意図や目標の共有条件による有意な差は見られず、今回の成果は未だ限定的であり、

研究は現在も進行中であるとのことです。 

 

結合身体アバターは、２人以上の人が、それぞれの得意な身体部位や技能を組み合わせる

という新しいタイプの共同作業方法を提供します。また、将来的には、より自然に感じられ

る自律駆動型義肢の設計にも貢献することが期待されます。 

 

本研究は、2022年 7月 26 日付の Scientific Reports に掲載されました。 

 

 

 

図１：結合身体アバターの概念図 

 

 

  



 

図２：実験の条件：（左上）共通の目標に到達する条件、（右上）別々の目標に到達するが、

他者の目標も見ている条件、（下）別々の目標に到達し、他者の目標が見えない条件 

 

動画１：研究の概要 

https://youtu.be/NNLQiSGNWxs 
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